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「外部検定を利用した政治・経済の授業の実践」 

指宿市立指宿商業高等学校  里村 大志 

 

１ はじめに ―指宿商業高等学校について― 

 

○ 各学年 5 学級（全 15 学級） 全校生徒数：459 2022（R4）年度から学科再編 

  ・ 商業マネジメント科（3） 商業の基礎を幅広く学ぶ学科。実践的・実学的な学びを特色とし，

観光ビジネスなど，地域の特性に合った科目等もある。 

  ・ 会計マネジメント科（1） 簿記・会計関係の資格取得をメインにした学科。3 学科内では最も           

基礎学力が高く，他学科に比べて，大学・短大への進学率が高い。 

  ・ 情報マネジメント科（1） 情報関係の資格に特化した学科。専門学校など校外の機関とも提携

して，動画制作やプログラミング等を学ぶ。 

  また，例年 3,000 名を超える集客力の「指商デパート」，日本初の学校による株式会社「株式会社指

商」も有名。2024 年度からは「DX 加速化推進事業（DX ハイスクール）」も。 

 

 ○ 本校の進路  進学 61%・就職 39% 

           進学先：大学 22%，短大 13%，専修各種学校他 65%  

大学・短大はほぼ推薦入試 

               ここ数年，国公立大学に商業系推薦で合格者あり 

           就職先：事務系 16%，販売系 19%，サービス系 22%，製造 16%など 

 

 ○ 地歴公民科のカリキュラム（3 学科とも共通） 

  ・ 2017（H29）年度 

     1 年次 世界史Ａ 2 単位 

     2 年次 日本史Ａ or 地理Ａ 2 単位 ← いずれかを選択 

     3 年次 現代社会 3 単位 

         選  択  なし（国数英理家＋商業科） 

  ・ 2022（R4）年度入学生～ 

     1 年次 地理総合 2 単位 

     2 年次 公  共 2 単位 

     3 年次 歴史総合 3 単位 

         選 択 Ⅰ 2 単位（国数英理家＋公民「政治・経済」） 

 

 ○ 専門系高校ということで，資格取得がさかん。在籍 8 年間の中で，学校全体としてより高度の資

格取得を目指す動きに（例：全商簿記から日商簿記の全員受験にシフト）。生徒も検定を通じて学び

へのモチベーションを高める傾向が強い。また，高校卒業後すぐ社会に出る生徒も多いため，一般

的な社会常識としての時事問題を知っておくべきだと考え，「政治・経済」導入に合わせて，ニュー

ス時事能力検定（以下，「ニュース検定」）を活用することに。 

昨年度から授業がスタートしました 
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２ 選択科目「政治・経済」の授業の概要 

 

⑴ 年間の大まかな流れ 

 ○ 教科書は第一学習社「高等学校 政

治・経済」（以下「教科書」）。これに加

えて毎日新聞出版「ニュース検定 公

式テキスト＆問題集 基礎編（3・4）

級」（以下「テキスト」）を使用。 

 

 ○ 毎時間の授業は「テキスト」の順序

（資料 1）をベースとして行う。11 月

に実施される「ニュース検定」を全員

受験（受験することを選択の条件とす

る）。「テキスト」を一通り学ぶ中で，

「政治・経済」の内容も押さえていく

ことが可能（参考資料）。今年度は 6 月

のオンラインで行われる検定を受験

する生徒も。 

 

 ○ 検定を終えた 11 月以降は，時事問

題を通して，「政治・経済」の内容を取

り扱った授業を行う。 

 

 ○ 試験は年 4 回（6 月 1 学期末考査，

10 月 2 学期中間考査，12 月 2 学期末

考査，1 月卒業考査）。 

 

⑵ 授業の実際の流れ 

 ○ 各時の授業の実際は，次ページ表 1 の通り。 

 

 ○ 導入では必ずニュース動画を視聴し，その解説を教員が行う。生徒はニュース自体の理解に加え

て，背景となる事象やそれがもたらす問題点などの考察を行う。その際，生徒の理解や考察を深め

るための資料として「テキスト」や「教科書」を用いる。例えば，昨今話題になっているコメに代

表される物価高騰やいわゆるトランプ関税のニュースを取り扱った際は，「テキスト」の資料 2～5

を用いて，物価上昇の背景や基本的な用語の理解に加え，食料安全保障の観点からコメ問題をどう

見たらよいか，自由貿易・保護貿易の是非などについて生徒が考察する機会を持った。「テキスト」

「教科書」を用いつつも，現実に起きている問題から考察を始めることで，生徒の中で問題意識が

生まれやすいのではないかと考えている。 

資料 1 「テキスト」p.4 目次より 
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「政治・経済」の各時の授業のおおよその流れ 

 時間 学習内容 生徒の動き 

導 入 10～20 分 ○授業日前後に起きたニュース

動画の視聴 

○「テキスト」や「教科書」を見て，

ニュースの内容について把握し，関連

する用語や概念を理解する。 

○ニュースについて，自分の考察を簡

単にまとめる。 

展 開 20～35 分 ○「テキスト」の内容の学習 

（関連するニュース動画なども

視聴する） 

○「テキスト」や「教科書」を見て用

語をや概念を理解する。 

○各種の問題について，自分の考察を

簡単にまとめる。 

まとめ 5 分 ○本時のまとめ・振り返り ○「振り返りシート」（資料 6）を用い

て本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     「テキスト」p.32 より 

 

 

 

 

「テキスト」p.26 より 

 

 

 

 

 

 

                                     「テキスト」p.33 より 

 

 

「テキスト」p.37 より 

表 1 

資料 2 

資料 3 

「テキスト」本文は，主に基礎的な用語や概念を理解

させるのに用いる。「教科書」と比較して平易な文章

のため，生徒も理解しやすい。 

資料 4 

資料 5 

「テキスト」にあるこれらのコーナーは，生徒が発展的

内容を理解したり，考察や自分の意見をまとめたりする

際に参考になりやすい。もちろん検定にも役立つ。 
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 ○ 展開部分については，基本的には「テキスト」の内容を取り扱っていくが，こちらも抽象的な概

念や基礎的な用語の理解だけにとどまらないよう，できるだけ具体的なニュース・時事問題などを

探して，それを用いて理解・考察が行えるよう心がけるようにしている。 

 

 ○ まとめについては，次ページ図 6 のようなシートを用いて，授業の最後に振り返りやまとめを生

徒が行う。授業自体は板書で行うので，その内容をまとめたり，時々教員が行う「気まぐれ世論調

査」に回答したり，ニュースを振り返って自分の意見をまとめる時間に充てている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          まとめで用いる「振り返りシート」 
資料 6 

ニュース視聴以外は，「紙媒体」を用いたアナログ

な授業･･････どなたかいいアイデアをお持ちの方

がいらっしゃいましたら，教えてください･･････ 
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⑶ 検定について 

 ○ 検定は「準会場」として校内で 11 月に実施。受験者 5 名以上で「準会場」となる。（5 名未満の

場合は「公開会場」での受験かオンラインでの受験も可能。昨年度はいなかったが，今年度はオン

ラインで 6 月受験にチャレンジする生徒も。 

 

 ○ 本校では昨年度は 3 級を受験（一部自信のない生徒は 4 級を受験）。合格率は 3 級で 65.7%（全

国 78.7%），平均点は 71.0 点（全国 76.6 点）であった。時数に余裕がなく，過去問にあまり取り組

めなかったのが原因…？？ 

 

 ○ 体感としては，専門系の学校であれば 3 級が取り組ませやすい（資料 7）。4 級はだいぶ易しい。

普通科で共通テストに取り組む学校であれば 2 級くらいが妥当なレベルだと考えられる（資料 8～

10）。共通テストを意識させるような思考力・判断力を試す出題もある（資料 11）。 

 

 ○ 大学・短大への受験に関して言えば，本校は私大経済系への学部・学科への進学が多く，社会系

の小論文がテーマとして出されやすい。3 級程度の知識があれば，小論文を書くにあたっての知識

のバックボーンとしては十分だと思われる。（国公立の場合は 2 級くらい？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          「テキスト」p.100 より 

 

 

資料 7 
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                              「1･2･準 2 級テキスト」p.40-41 より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1･2･準 2 級問題集」p.40 より 

 

 

 

 

 

 

「1･2･準 2 級問題集」p.76 より 

 

資料 8 

資料 9 

「発展編」である「1･2･準 2 級」テキストになる

と，内容がやや高度になり，記述も「教科書」に

だいぶ近づく。普通科の進学校であれば，このレ

ベルが求められる。 

2 級の検定問題の例。グラフを読み解きつつ，基

礎的な年号も押さえておくことが求められる。共

通テストとほぼ同様の難易度となる。 

1 級の検定問題の例。論述形式の問題もあり，

私大政経の入試問題のよう。 

資料 10 



 250619 地理歴史・公民部会 公民分科会 研究発表「外部検定を利用した政治・経済の授業の実践」 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 試験問題におけるニュース検定問題及び時事問題の活用 

 

 

「1･2･準 2 級問題集」p.88-89 より 

 

⑷ 試験問題における活用と時事問題の応用 

 ○ 年 4 回ある定期考査では「テキスト」の練習問題（資料 7）から半分程度出題。検定は練習問題

の範囲から多く出題されるので，試験勉強が検定対策にもつながる。 

 

 ○ 残りの半分は，テキストの既習範囲と時事問題とを融合させた問題を出題する（資料 12，13）。

知識・技能を測る問題に加えて，論述させる問題や，自分の考えを記述させる問題も組み合わせて

出題し，3 観点での評価が可能なようにしている（3 観点については，平素の「振り返りシート」（資料 6）

の記述等も参考にする）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                2024 年度 1 学期末考査の出題例 

 

資料 11 

題材として会話文やメモを用いたり，答を導くために計算

させたりなどといった論理的思考力･判断力を問うような

共通テストを意識させる問題もある。 

資料 12 
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                                2024 年度 2 学期末考査より 

 

 

３ まとめに代えて ―いろいろ Q&A― 

 Ｑ 授業冒頭で用いるニュース動画とは？ ニュースの選定基準は？ 

 Ａ YouTube の民放各局報道ネットワークの公式ページで挙げられているニュースを主に用いてい

ます。CM が多いのですが，あきらめました。鹿児島のニュースを扱うときは，MBC や KTS のニ

ュース動画を用いることが多いです。個人的には，時間と解説のバランスなどから JNN のニュー

スを用いることが多いです。選定基準は特に決めていませんが，基本的にはその日に話題になって

いるニュースを取り上げます。「テキスト」がかなり幅広い内容を扱ってくれているので，おおよそ

どこかの項目に関連あるニュースになります。なお，発表者自身の趣味もちょっとあって，大型選

挙前には「アメリカ大統領選挙スペシャル」などと銘打って，1 時間ニュースだけで潰すことも･･･。 

  JNN：https://www.youtube.com/c/tbsnews 

NNN：https://www.youtube.com/@ntv_news 

  FNN：https://www.youtube.com/@FNNnewsCH 

  ANN：https://www.youtube.com/@ANNnewsCH 

 

 Ｑ 実際，生徒の反応はどうですか？ 

 Ａ ニュース動画は結構反応良く見てくれています。「振り返りシート」も，意見を書いてくれる生徒

が増えました。家庭でも話題にしたりするようです。昨年度は選択者数が 41 人/全 148 人中でした

が，今年度は 59 人/全 148 人中に増加しました。検定に関して言うと，（取り組みについて生徒の

差はもちろん大きいですが）検定前には，自発的に過去問をもらいに来る生徒もいました。 

 

 Ｑ 動画では定着が悪くないですか？ 

 Ａ 慣れるとマンネリ化するので，ごくたまに新聞を使用する場合もあります。新聞を定期購読する

家庭が少なく，積極的に図書館で読もうという意識もあまりないのですが，授業で「気になるニュ

ースや記事を見つけてごらん」と指示すれば，いろいろ読んではくれます。 

 

 

資料 13 
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 Ｑ 授業で使えるノート的なものってありますか？ 

 Ａ 公式ホームページで「理解力アップシート」という穴埋めや記述式問題が記載されたプリントが

ダウンロードできます（教材採用団体のみ）。 

 

 Ｑ 検定にかかる費用は？ 

 Ａ 検定費用は 1 級 7,400 円，2 級 5,300 円，準 2 級 4,300 円，3 級 3,800 円，4 級 3,300 円，5 級

3,200 円です。公式教材は「テキスト」1,430 円（1～準 2 級の発展編のテキストは 1,760 円）です。

選択科目説明の際に，かかる費用を生徒・保護者に提示しています。 

 

 Ｑ 検定を活用したことで他にメリットを感じたところは？ 

 Ａ これまでは教科の授業の中でただ時事問題を取り上げていたような感じだったので，考査での時

事問題の正答率が低いという課題がありました。「テキスト」という形に残るものがあるため，時事

問題の定着は良くなったように感じます。また，就職・進学に向けて面接練習を行う中でも，政経

選択者は，ただ気になるニュースを挙げて終わりではなく，そのニュースに対する自分の意見を言

うことができる傾向があるので，これもメリットに感じています。小論文対策の面からも，背景と

なる知識が付いたと感じる部面が多くありました（ただし，これは受験校のレベルと「テキスト」

のレベルの相性もあるのですが）。 

 

 Ｑ 逆にここは課題だなと感じたところは？ 

 Ａ これまでのメリットを考えると，本来なら「公共」で全生徒向けに行いたいところですが，時数

や費用の問題からなかなか難しいところがあります。また，これは本校独自の問題なのですが，タ

ブレットが全員には行き渡っていないため（情報マネジメント科のみ），タブレットを用いて授業

で活用する（ニュースを自分たちで調べて発表させる）ことやオンラインの受験回数を増やすなど

の取り組みができないのが困った点です。 

 

 

 

 ニュース時事能力検定のホームページはこちら 

  ☞ https://www.newskentei.jp/ 

 

 

【 参考資料 「政治・経済」学習指導要領 ２ 内容と「テキスト」との関連    は該当ページ 】 

Ａ 現代日本における政治・経済の諸課題 

（1）現代日本の政治・経済 

個人の尊厳と基本的人権の尊重，対立，協調，効率，公正などに着目して，現代の諸課題を追究したり解決に向けて構

想したりする活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ｱ）政治と法の意義と機能 10-13，基本的人権の保障と法の支配 16-17,64-67，権利と義務との関係 56-63，議会制民

主主義 10-13，地方自治 22-25 について，現実社会の諸事象を通して理解を深めること。 

（ｲ）経済活動と市場 26，経済主体と経済循環，国民経済の大きさと経済成長 29，物価と景気変動 26-27，財政の働き

と仕組み及び租税などの意義 28，金融の働きと仕組み 27,29 について，現実社会の諸事象を通して理解を深めること。 

（ｳ）現代日本の政治・経済に関する諸資料から，課題の解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的

に収集し，読み取る技能を身に付けること。 
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イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ｱ）民主政治の本質を基に，日本国憲法と現代政治の在り方との関連について多面的・多角的に考察し，表現すること

14-17。 

（ｲ）政党政治や選挙などの観点から，望ましい政治の在り方及び主権者としての政治参加の在り方について多面的・多

角的に考察，構想し，表現すること 10-13。 

（ｳ）経済活動と福祉の向上との関連について多面的・多角的に考察し，表現すること 27-37。 

（ｴ）市場経済の機能と限界，持続可能な財政及び租税の在り方，金融を通した経済活動の活性化について多面的・多角

的に考察，構想し，表現すること 27-37。 

（2）現代日本における政治・経済の諸課題の探究 

社会的な見方・考え方を総合的に働かせ，他者と協働して持続可能な社会の形成が求められる現代日本社会の諸課題を

探究する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 少子高齢社会における社会保障の充実・安定化 42-47，地域社会の自立と政府 22-25，多様な働き方・生き方を可能

にする社会 48-51,60-63，産業構造の変化と起業 34-37，歳入・歳出両面での財政健全化 28，食料の安定供給の確保

と持続可能な農業構造の実現 36-37，防災と安全・安心な社会の実現 76-79 などについて，取り上げた課題の解決に

向けて政治と経済とを関連させて多面的・多角的に考察，構想し，よりよい社会の在り方についての自分の考えを説明，

論述すること。 

（1）現代の国際政治・経済 

国際平和と人類の福祉に寄与しようとする自覚を深めることに向けて，個人の尊厳と基本的人権の尊重，対立，協調，

効率，公正などに着目して，現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ｱ）国際社会の変遷 88，人権，国家主権 20，領土（領海，領空を含む。）など 21 に関する国際法の意義，国際連合を

はじめとする国際機構の役割 88-91，我が国の安全保障と防衛，国際貢献 18-21 について，現実社会の諸事象を通し

て理解を深めること。 

（ｲ）貿易の現状と意義 32-33，為替相場の変動 34-35，国民経済と国際収支，国際協調の必要性や国際経済機関の役割

33,84-95 について，現実社会の諸事象を通して理解を深めること。 

（ｳ）現代の国際政治・経済に関する諸資料から，課題の解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的

に収集し，読み取る技能を身に付けること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ｱ）国際社会の特質や国際紛争の諸要因 84-95 を基に，国際法の果たす役割について多面的・多角的に考察し，表現す

ること。 

（ｲ）国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割 93-95 について多面的・多角的に考察，構想し，表現すること。 

（ｳ）相互依存関係が深まる国際経済の特質 31-33 について多面的・多角的に考察し，表現すること。 

（ｴ）国際経済において果たすことが求められる日本の役割 31-37 について多面的・多角的に考察，構想し，表現するこ

と。 

（2）グローバル化する国際社会の諸課題の探究 

社会的な見方・考え方を総合的に働かせ，他者と協働して持続可能な社会の形成が求められる国際社会の諸課題を探究

する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア グローバル化に伴う人々の生活や社会の変容 30-37，地球環境と資源・エネルギー問題 38-41,80-83，国際経済格差

の是正と国際協力，イノベーションと成長市場 36-37,68-71，人種・民族問題や地域紛争の解決に向けた国際社会の取

組 88-91，持続可能な国際社会づくりなどについて，取り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させて多面

的・多角的に考察，構想し，よりよい社会の在り方についての自分の考えを説明，論述すること。 

 

 

 

 発表資料の作成にあたって，ニュース時事能力検定協会様より資料使用の許諾をいただきました。 

 御礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 


